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１．はじめに  

 海洋環境に設置される鋼構造物の被覆防食においては，漂流物の衝突等による被覆の損傷を起点として鋼材

の腐食が進行する．しかし，被覆防食鋼材の経時的な劣化挙動については不明な点が多々ある．本稿では，海

水中環境を想定した腐食促進実験 1, 2)により，被覆防食鋼材の被覆損傷部からの劣化挙動について実験的に検

討した結果を報告する． 

２．実験供試体および実験方法 

 実験供試体の形状および寸法を図-1に示す．表面にブラスト処理を施した SM490A 材（縦 150mm×横 70mm×

板厚 6mm）に，超厚膜形エポキシ樹脂被覆（膜厚：約 3mm，EP と称す），超厚膜形ポリウレタン樹脂被覆（膜

厚：約 3mm，PU と称す），タールエポキシ樹脂被覆（膜厚：約 0.6mm，TE と称す）の 3 種類の防食を施した．

さらに，供試体表面の被覆にそれぞれ直径φ2mm，5mm，10mm の円形損傷部を設けた．供試体数は防食 3 種

類×損傷部直径 3 種類の 9 シリーズに対しそれぞれ 9 体，合計 81 体である． 

 海水中環境を想定した腐食促進実験装置 1, 2)を用いて，168 日間の実験を実施した．水温 50℃の 3%NaCl 水

溶液 120ℓ を満たした水槽中に被覆防食供試体 81 体と無防食鋼板供試体 12 体を浸漬し，水槽下部から 12.0 

ℓ/min の気泡を噴出させ，供試体の腐食を促進させた．本実験装置による腐食促進倍率は実際の海水中環境の

約 10 倍であることを確認している 2)．28 日，84 日，168 日の時点で各供試体 3 体ずつを水槽から取り出し，

各種観察および測定を実施した． 

３．実験結果 

 実験終了後，被覆防食を除去した各供試体の表面形状を精密に計測した．結果の一例として，TE 供試体の

直径 10mm の円形損傷部周辺における表面形状および断面図を図-2 に示す．実験前の円形損傷部と被覆防食

部の境界においてマクロセル腐食の傾向 3)が観察された．また，被覆防食下部への腐食の侵入が確認された． 

 図-2(a)に示す点線の方向において測定した腐食侵入距離（供試体数 3，8 方

向の平均 M および標準偏差 S）を図-3に示す．また，丸印の位置で測定した板

厚減少量（供試体数 3，5 点の平均 M および標準偏差 S）を図-4に示す． 

168 日の時点で，他の 2 種類の被覆防食に比べ，PU 供試体（△印）の腐食侵

入距離は 0.3～0.8mm 大きかった．また，同じ被覆防食で，φ＝2mm の場合に
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(a) 表面形状計測結果 (b) 断面形状（a-a） 

図-2 表面形状計測結果（TE 供試体，168 日） 
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比べφ＝5mm，10mm の場合の腐食侵入距離は 1.5～2 倍大きかった(図-3)．一方，被覆防食の種類が異なっ

ていても，板厚減少量はほとんど変わらなかった（図-4）．φ＝2mm，5mm の場合は，無防食供試体（◇印）

に比べ板厚減少量が少なかったが，φ＝10mm の場合，板厚減少量は無防食の場合とほぼ同じであった．実験

日数の増加に伴う損傷部からの被覆下への腐食侵入によって，被覆の防食効果が小さくなる．本実験の場合，

φ＝10mm の供試体では，素地露出部の腐食劣化挙動が無防食とほぼ同様の状態になっていたと推察される． 

４．まとめ 

海水中環境を想定した腐食促進実験を実施し，被覆防食に円形損傷部を設けた鋼板の被覆損傷部からの劣化

挙動を実験的に検討した．得られた主な知見を以下に示す． 
(1) 円形損傷部と被覆防食部の境界においてマクロセル腐食の傾向があることを確認した．また，被覆防食下

部への腐食の侵入を確認した． 

(2) 168 日の実験終了時点では，超厚膜形エポキシ樹脂被覆およびタールエポキシ樹脂被覆に比べ，超厚膜形

ポリウレタン供試体の腐食侵入距離が 0.3～0.8mm 大きかった．また，同じ被覆防食で，円形損傷部の直

径φが 2mm の場合に比べφ＝5mm，10mm の場合の腐食侵入距離は 1.5～2 倍大きかった． 

(3) 被覆防食の種類が異なっていても，板厚減少量はほとんど変わらなかった．φ＝2mm，5mm の場合は，

無防食供試体に比べ板厚減少量が少なかった．φ＝10mm の場合，損傷部からの被覆下への腐食侵入によ

り被覆の防食効果が小さくなったため，板厚減少量は無防食供試体の場合とほぼ同じになった． 
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図-4 板厚減少量 
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